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研究課題 '05-09 
真菌とリーシュマニア原虫のステロール生合成系の共通性と
阻害剤開発に関する研究
片倉 賢(北海道大学大学院獣医学研究科)
横 山 耕 治(千葉大学真菌医学研究センター，真菌資源開発分野)
研究成果 ミノ酸)およびカンジダ CYF51(528アミノ酸)とは
エスエス製薬が開発したトリアゾール系抗真菌薬で それぞれ 34%と33%の相向性しか示さなかった. とこ
ある 88750はラットやヒトの肝臓の P450 (1anosterol C- ろが， x線結晶構造が報告されている結核菌 CYF51に
14 demethylase，CYF51)を阻害せず?カンジダ (Candida おいて推定されている 14の活性部位のアミノ酸のうち， 
albicans)のCYF51を阻害する.今年度は， アマゾン 10 のアミノ酸はよ• amazonensisのCYF51と同じであっ
リーシュマニア (L.amazonensis)のCYF51遺伝子をク た.また，L.amazonensis CYF51に存在する 14の活性部
口一ニングし，全塩基配列を決定した.その結果， ORF 位のアミノ酸のうち 9つは出芽酵母およびカンジダの
は1440塩基で 479のアミノ酸をコ…ドし，他種リ… アミノ酸と同一であった.このことから アマゾンリp
シユマニアのムゆntumやL.majorのCYF51との相同 シュマニアの CYF51も生物界に広く保存されている分
性はそれぞれ， 97%と95%であった.出芽酵母 (530ア 子種であることが裏付けられた.
研究課題 '05-10 
魚類の抗酸菌痕原因菌の同定および原因菌の分子生物学的研究
和 田新平(日本獣医生命科学大学，魚病学教室)
田 修(日本獣医生命科学大学，
一 上 襲(千葉大学真菌医学研究センタ…，高分子活性分野)
沢 勝 清(千葉大学真菌医学研究センター，高分子活性分野)
研究成果 たが，試験期間中に明瞭な抗酸菌性病変を再現させるこ
平成 17年度には，前年度に養殖ブリより分離され， とはできなかった今後，接種菌株，接種商量，接種方
生化学的性状および千葉大学真菌医学研究センターにお 法，試験時の飼育水温および試験期間について検討を行
いて研修した DNAの抽出および塩基配列 (DNAシー い，再度実施する予定である.
クエンス)検査によって，Mycobacterium marinumと ブリに対する人為感染試験は， 鹿児島県水瀧技術開発
された菌株を用いて，キンギョ，コイおよびブリに対す センター安全食品部の協力を得て，当該センタ…内の魚類
る病原性を確認するための感染試験を実施した. 飼育施設において実施した. 試験の結果， 供試魚に自然
キンギョおよびコイに対する感染試験は， 日本獣医 発生例と同様な抗酸菌性病変を再現させることに成功し，
生命科学大学魚病学教室の飼育設備を利用して実施し 供試菌株がブリに対して病原性を有することが判明した.
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